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【手続補正書】
【提出日】平成21年4月17日(2009.4.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
１つもしくはそれ以上の無機顔料および１つもしくはそれ以上の有機助剤を含む顔料／助
剤組合せ物であって、
建材カラー試験に従って、助剤が使用されずに、用いられる顔料を基準にして
・ＤＩＮ ５０３３およびＤＩＮ ６１７４に従ってＣＩＥＬＡＢ単位で測定された、１．
５以上、特に１．８以上の彩度差ΔＣａｂ

＊および／または
・１０８以上、特に１１０以上の相対的な色の濃さ
を有する顔料／助剤組合せ物。
【請求項２】
従来法で製造された無機顔料が、少なくとも１つの有機助剤と混合され、かつ前記混合物
が場合により乾燥されるおよび／または粉砕されることを特徴とする、請求項１に記載の
顔料／助剤組合せ物の製造方法。
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